
                            

 
 

「
お
か
げ
さ
ま
・
お
た
が
い
さ
ま
」 

 
 

の
響
き
あ
う
緑
区
に 

 
 
 
 

委
員
長  

岡 

本 

博 

幸 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ 

 

い
ま
す
。「
丑
年
」
の
一
年
が
始
ま 

り
ま
し
た
。 

 

「
丑
年
」
は
、
種
子
の
中
に
萌
芽 

準
備
期
の
意
で
あ
り
、
緑
区
地
域
福 

祉
計
画
推
進
協
議
会
の
推
進
に
お

い
て
も
様
々
な
活
動
の
あ
り
方
を

た
く
さ
ん
蓄
え
る
、
そ
ん
な
時
と
考

え
て
も
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
・
地
方
の
政
策
、
予
算
、
運
営
等

は
、
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

地
域
で
で
き
る
こ
と
を
一
つ
一
つ

解
決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
ず
第
一
に
、
老
々
介
護
の
問
題

で
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
老

人
家
庭
に
お
け
る
老
々
介
護
が

年
々
、
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
ど
ち
ら
が
世
話
を
す
る
に
せ
よ
、

病
人
の
世
話
、
家
事
一
般
を
す
る
の

は
大
変
な
こ
と
で
す
。
病
人
に
な
っ

た
ら
「
施
設
」
に
入
る
こ
と
で
解
決

す
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夫
婦

と
い
う
歴
史
、
家
族
と
い
う
絆
、
家

庭
の
温
も
り
等
は
、
掛
け
替
え
の
な

い
も
の
で
す
。
核
家
族
化
が
進
ん
で 

い
る
な
か
、
そ
の
よ
う
な
家
庭
に
対
し

て
地
域
福
祉
は
ど
う
対
処
し
て
い
っ

た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
。 

第
二
は
、
独
居
老
人
と
地
域
住
民
の

か
か
わ
り
の
問
題
で
す
。
人
間
一
人
で

い
る
こ
と
ぐ
ら
い
寂
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
は
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、

話
し
合
う
こ
と
で
心
が
通
じ
合
い
ま

す
。「
お
元
気
で
す
か
、
悪
い
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
」「
何
か
買
い
物
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」「
ゴ
ミ
を
捨
て
て
あ

げ
ま
す
よ
」「
も
ら
い
物
で
す
が
ど
う

ぞ
」
等
々
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
生
活

が
で
き
た
ら
独
居
老
人
に
も
生
き
が

い
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
家
に
こ
も
る
の
で
は
な
く
、

外
に
出
る
こ
と
で
生
き
る
力
を
発
揮

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

第
三
は
、
大
人
が
社
会
の
ル
ー
ル
を

教
え
る
こ
と
で
す
。「
地
域
教
育
力
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
青
尐
年
に

対
し
て
地
域
の
人
々
の
声
か
け
が
大

切
な
の
だ
と
言
う
意
味
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。「
昔
は
お
っ
か
な
い
お
じ
さ

ん
が
い
た
。
や
か
ま
し
い
お
ば
さ
ん
が

い
た
」
と
言
う
言
葉
を
聞
き
ま
す
。
悪

い
こ
と
を
し
て
い
る
と
注
意
さ
れ
、
非

社
会
的
行
為
を
し
て
い
る
と
お
説
教

を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
一

言
が
、
あ
る
行
動
に
当
た
っ
て
の
規
制

力
、
判
断
力
と
な
り
、
そ
れ
が
、
良
き

社
会
性
や
道
徳
性
を
高
め
て
い
く
原

動
力
に
な
る
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
で
た
く
さ
ん
の
お
っ
か
な
い

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が
い
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。 

ひ
と
こ
と
声
を
か
け
合
う
こ
と
は
、

「
お
か
げ
さ
ま
、
お
た
が
い
さ
ま
」
と

い
う
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
あ

り
、
そ
の
言
葉
に
は
、
神
仏
の
加
護
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

「
牛
飼
い
が
歌
よ
む
時
に
世
の
中

の
新
し
き
歌
大
い
に
お
こ
る
」（
伊
藤

左
千
夫
） 

千
葉
県
が
誇
る
代
表
的
歌
人
で
す
。

歌
人
の
意
気
込
み
を
頂
い
て
緑
区
地

域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
も
何
か
「
大

い
に
お
こ
る
」
一
年
で
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 
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福
祉
情
報
プ
ラ
ザ 

 
椎
名
地
区 

今
後
の
予
定 

子
ど
も
と
高
齢
者
と
の 

「
ふ
れ
あ
い
食
事
会
」 

 

椎
名
小
学
校
で
は
福
祉
教
育
ま
た

食
育
教
育
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
住

民
、
特
に
高
齢
者
を
招
い
た
「
食
事
会
」

を
行
い
ま
す
。 

六
年
生
が
主
体
で
、
自
分
た
ち
で
育

て
た
米
を
使
い
、
お
年
寄
り
の
身
体
を

気
づ
か
っ
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
カ
ロ

リ
ー
計
算
ま
で
行
い
、
し
か
も
お
口
に

合
っ
た
献
立
を
考
え
ま
す
。 

食
事
の
前
後
に
は
、
お
し
ゃ
べ
り
や

手
作
り
の
遊
び
と
皆
で
歌
っ
て
「
き
ず

な
」
を
深
め
る
催
し
で
す
。 

日
時 

一
月
二
十
一
日
（
水
） 

 
 
 

「
福
祉
・
コ
ミ
懇
ま
つ
り
」 

千
葉
市
社
協
椎
名
地
区
部
会
・
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
懇
談
会
共
催
の
「
福

祉
・
コ
ミ
懇
ま
つ
り
」
を
本
年
も
左
記

の
内
容
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

地
域
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
暖
か 

い
気
持
ち
は
バ
ザ
ー
へ
の
貴
重
な
物 

品
提
供
の
か
た
ち
で
示
さ
れ
ま
す
。 

提
供
さ
れ
る
品
は
お
米
、
野
菜
、
調 

味
料
な
ど
食
品
類
か
ら
、
衣
類
、
洗
剤
、

日
用
雑
貨
ま
で
、
お
安
く
販
売
さ
れ
ま

す
。
是
非
お
い
で
下
さ
い
。 

日
時 

二
月
十
五
日
（
日
） 

午
前
九
時
よ
り 

場
所 
椎
名
小
学
校 

内
容 

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 
 

・
健
康
相
談
、
血
圧
測
定 

・
バ
ザ
ー
（
午
後
一
時
開

始
） 

 

 
 

土
気
地
区 

今
後
の
予
定 

一
月
十
日
（
土
） 

四
校
合
同
小
中
学
校
マ
ラ
ソ
ン

大
会 

場
所 

創
造
の
杜 

二
月
十
八
日
（
水
） 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流 

ボ
ー
リ

ン
グ
大
会
（
時
間
・
場
所
未
定
） 

お
ゆ
み
野
地
区 

今
後
の
予
定 

二
月
十
二
日
（
木
） 

 

ラ
ン
チ
の
つ
ど
い 

二
月
十
五
日
（
日
） 

 

第
一
回
お
ゆ
み
野 

四
季
の
道
駅
伝
大
会 

二
月
二
十
四
日
（
火
） 

 

子
育
て
サ
ロ
ン 

三
月
十
二
日
（
木
） 

 

い
き
い
き
サ
ロ
ン 

 

誉
田
地
区 

今
後
の
予
定 

一
月
十
四
日
（
水
） 

二
月
十
二
日
（
木
） 

三
月
十
一
日
（
水
） 

 

子
育
て
サ
ロ
ン 

 

各
地
区 

伝
言
板 

 
 
 

 

～ 

土
気 

～ 

イ
キ
イ
キ
あ
ん
し
ん
フ
ェ
ア
開
催 

去
る
十
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
、

土
気
駅
南
口
前
、
千
葉
市
あ
ん
し
ん
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
千
寿
苑
に
お
い
て
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
介
護
予
防
を
テ

ー
マ
に
、「
イ
キ
イ
キ
あ
ん
し
ん
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
近
隣
の
方
々
が
い
つ
ま
で
も
住

み
な
れ
た
町
で
元
気
に
過
ご
す
」
と
い

う
目
的
で
の
五
日
間
の
試
み
で
し
た

が
、
延
べ
七
十
名
が
参
加
し
、
介
護
予

防
に
つ
い
て
の
講
演
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

会
場
に
は
地
域
の
方
の
手
作
り
の

作
品
が
飾
ら
れ
、
民
生
委
員
、
地
域
で

高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ス
タ

ッ
フ
も
応
援
に
か
け
つ
け
、
に
ぎ
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
講
演
に
参
加
さ
れ
た
方
々
か

ら
は
「
大
変
勉
強
に
な
り
、
今
後
に
役

立
て
た
い
」
と
好
評
で
し
た
。 

今
後
も
ひ
と
り
ひ
と
り
が
健
康
意

識
を
高
め
、
声
を
か
け
あ
い
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

イキイキあんしんフェアのようす 

昨年度のようす 



～ 

誉
田 

～ 

 
 

誉
田
地
区
の
祭
り 

 

八
幡
神
社
（
誉
田
二
丁
目
）
の
秋
季

大
祭
が
十
月
十
二
日
（
日
）
～
十
三
日

（
月
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
祭
り
は
、
二
丁
目
町
内
会
を
中

心
に
近
隣
自
治
会
、
民
生
委
員
、
婦
人

会
や
敬
老
会
そ
れ
に
神
社
関
係
者
、
バ

カ
面
踊
り
愛
好
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
っ
た
手
造
り
の
お
祭
り
で
、
神
社

境
内
で
は
舞
台
が
設
営
さ
れ
子
供
御

輿
、
山
車
な
ど
大
忙
し
。
ま
た
招
待
者

も
子
供
会
野
球
チ
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
、
誉
田
東
小
学
校
吹
奏
楽
部
、
障

害
者
施
設
の
人
達
と
多
く
、
二
日
間
大

人
も
子
供
も
御
輿
を
か
つ
ぎ
山
車
を

引
っ
ぱ
り
町
内
を
ね
り
歩
い
た
。
老
人

ホ
ー
ム
（
誉
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
）
な
ど

に
も
御
輿
を
入
れ
て
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ワ

ッ
シ
ョ
イ
。
施
設
入
所
者
の
方
々
も
車

椅
子
や
ベ
ッ
ド
か
ら
の
か
け
声
と
共

に
お
ひ
ね
り
も
あ
げ
た
り
し
て
参
加

し
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

神
社
境
内
舞
台
で
は
東
小
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
が
（「
十
一
月
に
全
国

大
会
出
場
」
の
よ
き
練
習
に
？
）
行
わ

れ
た
。 

バ
カ
面
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

催
し
、
境
内
で
は
施
設
の
人
達
が
作
品

や
花
を
売
っ
た
り
、
く
じ
引
き
が
あ
っ

た
り
し
て
盛
り
上
が
っ
た
二
日
間
で

あ
っ
た
。
地
域
の
み
な
さ
ま
も
是
非
足

を
運
ん
で
み
て
は
。 

 

～ 

椎
名 

～ 

 

歳
末
・
独
居
高
齢
者
慰
問
を
実
施 

 

「
お
変
り
あ
り
ま
せ
ん
か
」 

「
お
手
伝
す
る
事
あ
り
ま
せ
ん
か
」 

椎
名
地
区
で
は
毎
年
歳
末
に
、
民
生

委
員
と
社
協
椎
名
地
区
部
会
の
代
表

が
、
八
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
し
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
て
、
近
況
や
お
困
り
の

こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
た
り
、
話
し
相

手
を
し
て
い
ま
す
。 

生
の
声
は
と
て
も
貴
重
で
、
福
祉
活

動
の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
十
二
月
二
十
三
日
（
祝
）
に
、

十
四
軒
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

 

～ 

お
ゆ
み
野 

～ 

 

子
育
て
サ
ロ
ン
実
施 

九
月
二
十
四
日
（
水
） 

鎌
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で 

実
施
。
日
頃
の
子
育
て
の
心
配
ご
と
や

情
報
の
交
換
を
し
ま
し
た
。 

 

 

（
子
ど
も
家
庭
福
祉
委
員
会
） 

 
 

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

十
月
九
日
（
木
） 

 

 

千
葉
市
歯
科
医
師
会
葛
山
先
生
を

講
師
に
「
健
康
は
お
口
の
健
康
か
ら
」

の
講
演
会
を
実
施
。 

 

南
警
察
署
の
方
か
ら
「
振
り
込
め
詐

欺
」
の
防
止
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
。 

 
 

十
一
月
十
三
日
（
木
） 

 

 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
参
加
者
自
ら

講
師
の
申
し
出
が
あ
り
、
武
田
さ
ん

（
八
十
才
代
）
を
お
招
き
し
、
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

（
高
齢
者
福
祉
委
員
会
） 

 
 

成
田
ゆ
め
牧
場
へ
バ
ス
ハ
イ
ク 

十
一
月
一
日
（
土
） 

泉
谷
中
学
校
特
別
支
援
学
級
の
生 

徒
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
子
ど
も
達 

と
、
先
生
や
保
護
者
の
協
力
を
得
て
総 

勢
四
十
名
で
バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施
。 

 
秋
晴
れ
の
下
、
バ
タ
ー
作
り
、
乳
し 

ぼ
り
体
験
、
ア
ヒ
ル
の
レ
ー
ス
に
お
に 

ご
っ
こ
等
、
身
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し 

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

（
障
害
者
福
祉
委
員
会
） 

 

 

 

車
椅
子
体
験
―
こ
み
こ
ん
祭
り
― 

十
一
月
九
日
（
日
） 

 

「
お
ゆ
み
野
の
街
の
中
を
車
椅
子

で
歩
い
て
み
よ
う
」
と
こ
み
こ
ん
祭
り

で
呼
び
か
け
て
実
施
。
友
達
と
一
緒
や

家
族
で
参
加
す
る
な
ど
総
勢
六
十
一

名
が
体
験
し
ま
し
た
。 

有
吉
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

皆
さ
ん
や
そ
の
他
の
方
々
の
協
力
の

も
と
道
路
の
で
こ
ぼ
こ
や
ち
ょ
っ
と

し
た
段
差
、
上
り
坂
の
大
変
さ
等
を
実 

感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
障
害
者
福
祉
委
員
会
） 

  

アヒルレースのようす 



「
緑
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」 

 
恒
例
の
「
緑
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

が
、
昨
年
の
十
一
月
二
日
（
日
）
に
「
昭

和
の
森
」
で
、
町
内
自
治
会
な
ど
の
関

係
団
体
や
区
民
の
ご
協
力
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
延
べ
、
五
万
一
千
七
百
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
成
功
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の
皆
様
に
は
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
社
協
緑
区
事
務
所
で
は
、
地

区
部
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

展
示
や
Ｐ
Ｒ
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
も
、
十
一
月
上
旬
に
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。 

 

社
協
緑
区
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

「
緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
（
鎌
取

町
二
二
六
―
一
）
に
は
、
大
会
議
室
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室
（
二
部
屋
）、

印
刷
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
施
設
は
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
保
健
福
祉
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
上
で
必
要
な
会
議
・
研
修

会
・
活
動
等
の
た
め
の
施
設
で
す
。 

是
非
ご
活
用
下
さ
い
。 

利
用
日 

月
曜
日
～
土
曜
日
（
日
・

祭
は
除
く
） 

利
用
時
間 

午
前
九
時
～
午
後
五 

時
十
五
分 

利
用
料 
無
料
（
印
刷
機
使
用
の
場

合
は
、
用
紙
を
持
参
し
て

下
さ
い
） 

問
合
先 

二
九
二
―
八
一
八
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

税
務
職
員
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

 

市
役
所
の
税
務
職
員
や
税
務
署
の

職
員
を
装
い
、「
税
金
を
還
付
（
返
金
）

す
る
」
な
ど
と
話
を
持
ち
か
け
、
現
金

自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
ま
で
誘

導
・
操
作
を
さ
せ
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
よ
る
被
害

が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご 

注
意
願
い
ま
す
。 

 

千
葉
市
役
所
・
区
役
所
職
員
が
市
税

に
関
す
る
還
付
の
こ
と
で
納
税
者
の

皆
様
に
お
問
い
合
わ
せ
を
す
る
場
合

は
、
原
則
文
書
を
発
送
し
、
納
税
者
の

皆
様
よ
り
の
返
信
、
又
は
ご
連
絡
に
よ

り
還
付
先
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
千
葉
市
役
所
・
区
役
所
で
は 

（
１
）
還
付
金
受
領
の
た
め
に
金
融
機 

関
等
の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
（
Ａ
Ｔ

Ｍ
）
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん 

（
２
）
市
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機

関
の
口
座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん 

（
３
）
連
絡
先
と
し
て
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
の
電
話
番
号
を
お
伝
え
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん 

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

  

ご
不
審
な
点
が
あ
る
と
き
は
、
お
手

数
で
す
が
千
葉
市
財
政
局
税
務
部
納

税
管
理
課
収
納
係
（
二
四
五
―
五
一
二

五
）
又
は
、
お
住
ま
い
の
区
役
所
納
税

課
管
理
係
（
二
九
二
―
八
一
二
四
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
千
葉

市
Ｈ
・
Ｐ
よ
り
抜
粋
） 

 

◆
◇
◆
編
集
後
記
◆
◇
◆ 

  
 

み
ど
り
の
き
ず
な
も
紙
面
が
賑
わ
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

幼
児
～
高
齢
者
ま
で
片
寄
ら
な
い
情

報
を
お
届
け
し
た
い
と
頑
張
っ
て
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
（Ｔ
） 

 
 

大会議室 利用人数１２０名 

ボランティア活動室 利用人数４０名 

社協緑区事務所のテント 


